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平成２４年度、平成２５年度企業支援領域分布の対比

23% 平成２４年度

改善 18% 経営 平成２５年度

15% 36%

20%

管理
43%

29%

16%

(現場） （サポート）

・不良対策
・原価低減、

・工数削減ほか

・５Ｓ、・安全教育
・ＱＣ手法
・ムダ取り手法

改善活動の見える化

・原価管理、・品質管理、
・ＩＳＯ、・生産管理、
・安全管理

・事業計画、
・収支決算、
・中長期戦略

ベーシック

間接直接

平成２５年度センターの支援活動から探る新たな着眼点

総原価を下げる取り組みを！

平成２５年度の支援テーマを分析すると、経営者には逆境をチャンスに転化し、利益を生み出そ

うと現場改善に積極的に取り組む姿があります。また、全従業員の力を結集し総合力を上げるため

『見える化』などの管理方法、仕組みの工夫、精度向上などのテーマが増加しています。

利益を出す方法は、

１・売上をアップさせる。

２・価格をアップさせる。

３・原価を下げる。の３点ですが、

１・２は客先の理解、承諾が必要で時間もかかり

ます。３の原価低減の取り組みについては、自分

の意志で素早く実行でき、全従業員の協力が質の

向上につながり、達成感や満足感が出てきて働く

意識が前向きになったと、テーマに取り組んだ

社長は言います。

皆さんの企業ではいかがですか？センターには

４０人の専門アドバイザーが登録しています。

積極的にご活用ください。

変化を先読みし 企業体質を変革する取り組みを！

一部の中小企業の現場では仕事量が持ち直し、少子高齢化で働き手がますます少なくなっていく

この先、中小企業では外国人や女性の力を生かすことが求められます。こうした新採者を迎えるた

めにも、魅力ある職場づくりへ切り替えることが必要になってきています。

現状維持に固執しない

鈴鹿市にも大きな変化の波がすでに現れています。その一例として、自動車業界では、製造車種

が軽自動車に特化したとのニュースは大きく報道され、着々と衣替えが始まっています。ものづく

りに携わるわれわれは、どのように受け止めればよいのでしょうか？価額 寸法 部品点数 付加価値

工数 どれをとっても普通車とは違います。規模を適正化しな

ければ成り立たないのではないでしょうか。さらに情報が

タイムリーにやり取りできることが求められている今、時流

に乗り遅れた 判断 決断 行動力 は致命傷となります。

大胆な行動を！

このような変化のときはチャンス到来との意識を持つこと

が大切です。ものづくりの現場には数多くの無駄があるとい

う心構えで、現場を大胆に作り変える意思を持つことによりチャレンジテーマが湧き出てきます。
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各種展示会に出展する際に、より効果的に自社の特徴や強みをＰＲするためのパネルやチラシ

は必須アイテムです。当社も以前から展示会への出展に関しては、自社で作成した簡易なパネル

などを用いていましたが、今ひとつ効果が弱いと感じていました。今回の支援では、視覚的に分

かりやすいパネルやチラシを自社で作成できるよう取り組みました。

◆活動事例紹介

▲鈴鹿市ものづくり産業展示コーナー

での展示の様子

作成にあたってはエクセルを活用しましたが、今まで知らなか

った便利技を習得しながらデザインすることができ、新たに５枚

のパネルとチラシを作成し、鈴鹿市の「ものづくり産業展示コー

ナー」などでの展示で活用しました。

非常に分かりやすいとの声をいただいています。今後は、自社

の販促展開に合わせて、習得した技術を生かして内容の充実を図

っていきたいです。

（2）平成２６年度リーダー研修が8月9日（土）からスタートします

リーダー研修は、リーダーに必要な知識と改善の実践手法を学ぶカリキュラムです。

鈴鹿高専での授業には、企業の方も参加でき、技術的な困りごとについての意見交換も予定して

います。ぜひこの機会をご活用ください。

○募集期間：7月1日（火）～18日（金） ○募集人員：先着20人（2人/社）

○開催期間：8月9日（土）・２３日 （土） ・３０日（土）

9月５日（金）・６日 （土） ・１３日 （土） ・２０日 （土） ・２７日（土）

計８日間 ○受講料：無料 ○参加企業事前説明会：7月31日（木）

集合研修
23人/9社

出前研修
17人/2社

Ｈ25年4月に
実施した研修

40人/11社

集合研修
25人/10社

出前研修
47人/5社

Ｈ26年4月に
実施した研修

72人/15社

32人/4社
増加

（1）ベーシック研修（集合研修＋出前研修）
支援が倍増

新年度「人材育成研修」が熱い！
「受講した従業員に良い変化が見受けられた」

「仕事に対する考え方や姿勢が変わった」など毎年嬉し

い評価をいただいている『人材育成研修』。

新入社員の研修でお悩みの企業には、センター

での集合研修、センターから企業へ出向く出前研

修で対応しています。出前研修は各企業の都合に

合わせ（日程・期間・講座内容）自由度が高い点

が人気です。 ※出前研修をご希望の場合は、

まずはセンターへお問い合わせください。

▲平成26年度ベーシック研修の様子

○企業名：太門通商株式会社 ○テーマ：展示会出展用パネル・チラシの作成技術支援

○担当支援者：中島アドバイザー （専門：プラスチック金型設計・各種ＰＯＰ作成技術支援）


